
せとうち広
報

「人と自然が織りなす  しあわせ実感都市  瀬戸内」を目指して

や名刀太鼓と美和っ子太鼓が共演するアトラクションを行いました。（写真　記念
式典で元気いっぱいの太鼓の演奏を披露した美和小学校児童（上）／ 10 年を振り
返りながら、今後の市と市民・関係団体との協働によるまちづくりを呼び掛けた武
久顕也市長（下））（本紙 14 ページのまちの話題と本紙折り込みの記念誌を参照）

11 月 1 日、ゆめトピ
ア長船で、瀬戸内市
誕生 10 周年記念事業
を行いました。午前
の記念式典では、市
長が式辞を述べたほ
か、邑久高等学校生
徒の協力を得て制作
した市の 10 年を振り
返る記念映像の上映

平成 26（2014）年

12
第121号

平成 25 年度瀬戸内市会計決算
幼稚園・保育園の入園募集
知っ得！せとうち便
12 月の予定
まちの話題
みんなの広場

２
４
６
１３
１４
１５

目次Contents



区分 歳入額
万円

歳出額
万円

差引額
万円

一般会計 1,661,914 1,601,149 60,765

特
別
会
計

国民健康保険 454,165 451,100 3,065

裳掛診療所 3,241 3,220 21

美和診療所 2,067 2,046 21

介護保険 379,742 370,144 9,598

後期高齢者医療 45,168 44,935 233

農業集落排水事業 25,228 25,178 50

漁業集落排水事業 3,170 3,119 51

下水道事業 135,827 134,377 1,450

土地開発事業 17,291 6,701 10,590

企業団地造成事業 105,839 86,651 19,188

計（一般会計・特別会計） 2,833,652 2,728,620 105,032

事業
会計

病院事業会計 115,818 122,231 △ 6,413

水道事業会計 87,544 81,492 6,052

計（事業会計） 203,362 203,723 △ 361

図１　会計別決算

※事業会計については、収益的収入および収益的支出を計上しています。

平成25年度
瀬戸内市会計決算

普
通
会
計
決
算
の
概
要

黒
字
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の

繰
り
入
れ
は
な
し

　

平
成
25
年
度
の
市
の
普
通
会

計
（
一
般
会
計
）
の
決
算
額
は
、

歳
入
１
６
５
億
７
、８
３
６
万

円
に
対
し
て
、
歳
出
が

１
５
９
億
７
、０
７
１
万
円

で
、
平
成
26
年
度
へ
繰
り
越
し

歳
入
の
内
訳

市
税
と
地
方
交
付
税
が
増
加
、

全
体
で
は
４
・
３
％
増
加

　

歳
入
全
体
は
、
前
年
度
と
比

べ
て
６
億
８
、９
６
１
万
円
（
４・

３
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
市
税
・
地
方
交
付
税
の
大

幅
な
増
加
に
加
え
、
国
庫
支
出

金
が
増
加
し
た
こ
と
が
、
主
な

要
因
で
す
。

　
個
人
市
民
税
が
１
、７
９
２
万

円
（
１
・
２
％
）、
法
人
市
民

た
事
業
の
財
源
を
差
し
引
い
た

４
億
６
、１
９
１
万
円
が
実
質
的

な
黒
字
と
な
り
ま
し
た
（
会
計
間

の
繰
入
・
繰
出
の
重
複
な
ど
を
控

除
し
て
い
る
た
め
、
図
１
に
お
け

る
一
般
会
計
の
額
と
は
異
な
り
ま

す
）。

　
ま
た
平
成
25
年
度
は
、
市
の
貯

金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

税
が
１
億
２
、８
８
１
万
円

（
33
・
２
％
）、
固
定
資
産
税
が

１
億
２
、２
８
１
万
円（
５・７
％
）

増
加
す
る
な
ど
し
た
た
め
、
市
税

全
体
で
は
２
億
８
、３
９
６
万
円

（
６・５
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
全
体
の
約
３
分

の
１
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は

２
億
６
、４
５
３
万
円（
４・８
％
）

増
加
し
、
臨
時
財
政
対
策
債
は

１
億
９
、１
４
３
万
円（
24・２
％
）

減
少
し
て
い
ま
す
。

　
市
債
は
、
消
防
救
急
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
整
備
事
業
や
学
校
教
育
施

　
平
成
25
年
度
瀬
戸
内
市
会
計
決

算
と
は
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
瀬

戸
内
市
の
収
入
と
支
出
の
実
績
の

こ
と
で
す
。

　
な
お
、
瀬
戸
内
市
の
平
成
25
年

度
決
算
に
お
け
る
普
通
会
計
（
財

政
比
較
な
ど
に
用
い
る
一
般
行
政

部
門
に
関
す
る
会
計
）
は
、
一
般

会
計
の
み
で
す
。

図２　歳入

分担金及び
負担金（0.6%）
1億14万円

使用料及び
手数料（2.0%）
3億2,513万円

繰入金（0.6%）
1億730万円

繰越金（3.0%）
4億9,786万円

財産収入・寄附金・
諸収入（2.0%）
3億2,521万円

地方譲与税・
各種交付金（3.7%）
6億1,850万円

地方交付税（34.7%）
57億5,694万円

国庫支出金
（8.6%）
14億2,578万円

県支出金
（5.7%）
9億4,485万円

市債（10.8%）
17億9,320万円

市税（28.3%）
46億8,345万円

合計　165億7,836万円

自主財源
（36.4％）

依存財源
（63.6％）

指標 市の比率
％

早 期（ 経 営 ）
健全化基準 ％

財政再生
基準 ％

経常収支比率 84.9 ― ―

財政健全化
判 断 比 率

実質赤字比率 ― 13.19 20.00
連結実質赤字比率 ― 18.19 30.00 
実質公債費比率 13.7 25.00    35.00    
将来負担比率 80.6  350.00 ―

資金不足比率（公営企業会計ごと） ― 20.00 ―

図５　財政健全化判断比率など

※「―」の表示は該当なしを表しています。

歳
出
の
内
訳

全
体
で
は
３
・
８
％
増
加
、

民
生
費
が
最
も
多
い

　

歳
出
全
体
は
、
前
年
度
と
比

べ
て
５
億
７
、９
８
２
万
円
（
３・

８
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
内
訳
を
目
的
別
に
み
る
と
、
子

育
て
支
援
や
高
齢
者
医
療
な
ど
の

経
費
で
あ
る
民
生
費
が
、
全
体
の

27
・
６
％
と
最
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

続
い
て
地
域
振
興
や
庁
舎
管

理
、
防
災
対
策
な
ど
の
経
費
で
あ

る
総
務
費
が
14
・
５
％
、
教
育
施

設
の
整
備
や
公
民
館
管
理
な
ど
の

教
育
費
が
12
・
７
％
、
市
債
の
元

金
・
利
子
や
一
時
借
入
金
の
利
子

を
支
払
う
た
め
の
公
債
費
が
11
・

７
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
図
３
、４
）

財
政
指
標

経
常
収
支
比
率
が
改
善
、

財
政
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
は
基

準
を
ク
リ
ア

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す

る
た
め
の
指
標
で
あ
り
、
80
％
を

超
え
る
と
財
政
の
弾
力
性
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
と
さ
れ
る
経
常
収
支

比
率
は
84
・
９
％
と
１・
８
ポ
イ

ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
人
件
費
や
内
部
管
理

経
費
の
抑
制
、
各
種
補
助
金
の
見

直
し
に
加
え
、
市
制
施
行
直
後
に

実
施
し
た
起
債
事
業
の
償
還
が
終

了
を
迎
え
始
め
た
こ
と
に
よ
る
公

債
費
の
減
少
が
、主
な
要
因
で
す
。

　
実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤

字
比
率
は
、
資
金
不
足
額
が
な
い

た
め
、該
当
数
値
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
13
・
７
％

で
０・
６
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し

た
。
平
成
21
年
か
ら
５
年
度
連
続

で
、
市
債
発
行
に
県
の
許
可
が
必

要
と
な
る
基
準
で
あ
る
18
％
を
下

農林水産業費

31,891 円

衛生費

35,840 円

民生費

114,308 円

総務費

60,121 円

議会費

5,244 円

商工費

8,302 円

その他
労働費 1,144 円  災害復旧費 517 円

計 414,318 円

この図は、普通会計の歳出が１人当たりい
くらになるかを目的別に算出したものです。

（H26.3.31 現在人口　38,547 人）

図４　市民１人当たりの歳出額

回
っ
て
い
ま
す
。
将
来
負
担
比
率

は
80
・
６
％
と
５・
７
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
財
政
健
全
化
法
に
基

づ
く
４
つ
の
指
標
は
い
ず
れ
も
財

政
の
早
期
健
全
化
が
義
務
付
け
ら

れ
る
基
準
（
早
期
健
全
化
基
準
）

を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。（
図
５
）

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

財
政
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
５

HPhttp://www.city.setouchi.lg.jp/
data/zaisei.htm

l

設
耐
震
化
事
業
な
ど
の
大
規
模
事

業
に
対
す
る
財
源
と
し
て
発
行
し

て
お
り
、
４
、９
１
７
万
円
（
２・

８
％
）増
加
し
て
い
ま
す
。（
図
２
）

図３　歳出

公債費

48,444 円

土木費

27,293 円

教育費

52,998 円

消防費

28,216 円

合計　159億7,071万円

議会費（1.3%）
2億214万円

総務費
（14.5%）
23億1,749万円

民生費（27.6%）
 44億624万円

衛生費
（8.7%）

13億8,154万円

労働費（0.3%）　4,409万円農林水産業費
（7.7%）
12億2,929万円

商工費（2.0%）
3億2,001万円

土木費（6.6%）
10億5,208万円

消防費（6.8%）
10億8,763万円

教育費
（12.7%）
20億4,290万円

災害復旧費
（0.1%）
1,993万円

公債費（11.7%）
18億6,737万円
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預
か
り
保
育
に
つ
い
て　

　
幼
稚
園
の
保
育
時
間
終
了
後
、

希
望
す
る
在
園
児
を
幼
稚
園
で
預

か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
預
か
り
保
育
に
は
年
間
預
か
り

保
育
と
一
時
預
か
り
保
育
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。
申
込
方
法
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
入
園
を
希

望
す
る
幼
稚
園
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

　
幼
稚
園
へ
通
園
す
る
園
児
（
３

歳
児
を
除
く
）
で
保
護
者
が
預
か

り
保
育
を
希
望
す
る
人

▽
保
育
時
間

　
幼
稚
園
降
園
時
～
午
後
６
時

（
長
期
休
業
中
は
、
午
前
８
時
30
分

～
午
後
６
時
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、

　
年
末
年
始
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
預
か
り
保
育
料

①
年
間
預
か
り
保
育

　
月
額　
６
、０
０
０
円

（
８
月
は
、
１
０
、０
０
０
円
）

②
一
時
預
か
り
保
育

　
日
額　
５
０
０
円

（
８
月
は
、
１
、０
０
０
円
）

　

総
務
学
務
課

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

　
書
類
受
け
付
け
後
、
市
が
、
施

設
と
利
用
調
整
を
行
い
、
入
園
施

設
の
決
定
と
支
給
認
定
証
を
交
付

し
ま
す
。

▽
対
象
者

①
新
３
歳
児
（
平
成
23
年
４
月
２

　
日
～
平
成
24
年
４
月
１
日
生
）

②
新
４
歳
児
（
平
成
22
年
４
月
２

　
日
～
平
成
23
年
４
月
１
日
生
）

③
新
５
歳
児
（
平
成
21
年
４
月
２

　
日
～
平
成
22
年
４
月
１
日
生
）

▽
受
付
期
限　
12
月
15
日
（
月
）

▽
保
育
時
間

　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

・
３
歳
児

　
午
前
８
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

※
給
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
状
況
に
よ
り
保
育
時
間
を
延
長

　
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

　
場
合
は
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　

・
４・５
歳
児

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時

※
給
食
が
あ
り
ま
す
。

▽
保
育
料

　
月
額
５
、０
０
０
円
（
２
人
以

上
同
時
入
園
の
場
合
は
、
２
人
目

以
降
４
、０
０
０
円
）

※
給
食
費
、
絵
本
代
な
ど
は
含
ま

　
れ
て
い
ま
せ
ん
。

幼稚園の募集定員と問い合わせ先・申込先

園名 問い合わせ先
・申込先☎

　　　　　　  定員　　            　人

３歳児 ４歳児 ５歳児 預かり保育

牛窓東 0869-34-2104 20 30 30 20

牛窓北 0869-34-3742 10 30 30 20

邑久 0869-22-0027 40 60 70 30

今城 086-943-8715 15 30 30 20

美和 0869-26-3445 10 30 30 20

国府 0869-26-3446 25 60 60 30

行幸 0869-26-3447 30 60 60 30

牛窓西、玉津、裳掛 現在休園中です。総務学務課へお問い合わせください。

※申し込みが定員を超える場合は、抽選となる場合があります。
※申し込み人数によって、集団生活を通じての幼稚園教育が難
　しいと判断したときは休園となることがあります。

　
「
保
育
園
入
園
申
込
案

　
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間

　
12
月
８
日
（
月
）
～

13
日
（
土
）
午
前
８
時

30
分
～
午
後
６
時
30
分

（
12
月
13
日
の
受
付
時

間
は
、
午
前
８
時
30
分

～
正
午
）

※
保
育
園
ご
と
の
主
な

　
受
付
日
時
は
下
表
の

　
と
お
り
で
す
。

▽
申
込
書
類
配
布
場
所

　
各
保
育
園
、
子
育
て

支
援
課
、
市
民
課
総
合

窓
口
、
牛
窓
支
所
、
裳

掛
出
張
所

▽
保
育
料

　
新
制
度
の
施
行
に
伴

い
、
前
期
（
４
月
～
８

月
）・
後
期
（
９
月
～

翌
年
３
月
）に
分
け
て
、

世
帯
に
か
か
る
税
額
な

ど
に
よ
っ
て
決
定
す
る

予
定
で
す
。

※
裳
掛
児
童
館
は
定
額

　
で
す
。

　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
６ 

園名 問い合わせ先
・申込先☎ 主な受付日時 定員

（予定）人
入園対象年齢

保育標準時間 延長保育時間
（保育標準時間）

保育短時間 延長保育時間
（保育短時間）

牛窓ルンビニ 0869-34-2309 12 月 11 日 ( 木 )
9：00 ～ 16：00 100 2 ヶ月から就学まで

 7：00 ～ 18：00 18：00 ～ 19：00

 8：30 ～ 16：30 7：00 ～ 8：30
16：30 ～ 19：00

あいあい 0869-34-9330 12 月 10 日 ( 水 )
9：00 ～ 16：00 60 2 ヶ月から就学まで

 7：00 ～ 18：00 18：00 ～ 19：00

 8：30 ～ 16：30 7：00 ～ 8：30
16：30 ～ 19：00

長船ちとせ 0869-26-3988 12 月 8 日 ( 月 )
9：00 ～ 16：00 90 2 ヶ月から就学まで

 7：00 ～ 18：00 18：00 ～ 19：00

 8：30 ～ 16：30 7：00 ～ 8：30
16：30 ～ 19：00

邑久 0869-22-0089 12 月 8 日 ( 月 )
9：00 ～ 16：00 160 6 ヶ月から就学まで

 7：30 ～ 18：30 18：30 ～ 19：00

 8：30 ～ 16：30 7：30 ～ 8：30
16：30 ～ 19：00

福田 0869-22-0457 12 月 9 日 ( 火 )
9：00 ～ 16：00 140 6 ヶ月から就学まで

 7：30 ～ 18：30 18：30 ～ 19：00

 8：30 ～ 16：30 7：30 ～ 8：30
16：30 ～ 19：00

今城 086-942-4351 12 月 11 日 ( 木 )
9：00 ～ 16：00 90 6 ヶ月から就学まで

 7：30 ～ 18：30 18：30 ～ 19：00

 8：30 ～ 16：30 7：30 ～ 8：30
16：30 ～ 19：00

長船西 0869-26-4401 12 月 10 日 ( 水 )
9：00 ～ 16：00 140 6 ヶ月から就学まで

 7：30 ～ 18：30 18：30 ～ 19：00

 8：30 ～ 16：30 7：30 ～ 8：30
16：30 ～ 19：00

長船東 0869-26-3326 12 月 9 日 ( 火 )
9：00 ～ 16：00 95 1 歳から就学まで

 7：30 ～ 18：30 18：30 ～ 19：00

 8：30 ～ 16：30 7：30 ～ 8：30
16：30 ～ 19：00

裳掛児童館 0869-25-0769 12 月 9 日 ( 火 )
9：00 ～ 13：00 90 3 歳から就学まで

 7：30 ～ 18：30 18：30 ～ 19：00

 8：30 ～ 16：30 7：30 ～ 8：30
16：30 ～ 19：00

玉津 現在休園中です。子育て支援課へお問い合わせください。

保育園の募集定員と問い合わせ先・申込先など

幼
稚
園
・
保
育
園
の
入
園
募
集

幼
稚
園
・
保
育
園
の
入
園
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

平
成
24
年
８
月
に
成
立
し
た「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
」に
基
づ
く
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
全
国
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

保
育
園
の
入
園
募
集

　
保
育
園
は
、
保
護
者
の
仕
事
や

病
気
な
ど
の
事
情
で
、
家
庭
で
保

育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
乳
幼
児

を
保
育
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

児
童
福
祉
施
設
で
す
。

　
保
育
園
の
利
用
を
希
望
す
る
場

合
に
は
、「
支
給
認
定
申
請
書
兼

保
育
所
入
所
申
込
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
第
１
希
望
の
保

育
園
へ
入
所
希
望
児
童
同
伴
で
、

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
に
必
要
な
添
付
書
類
な

ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
込
書
類

と
一
緒
に
配
布
さ
れ
る
「
保
育
園

入
園
申
込
案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
書
類
受
け
付
け
後
、
市
が
、
施

設
と
利
用
調
整
を
行
い
、
入
園
施

設
の
決
定
と
支
給
認
定
証
を
交
付

し
ま
す
。

▽
対
象
者

　
保
護
者
が
、
就
労
や
妊
娠
・
出

産
、
疾
病
な
ど
、
家
庭
で
児
童
を

保
育
で
き
な
い
な
ど
の
「
保
育
を

必
要
と
す
る
事
由
」
に
該
当
す
る

家
庭
の
児
童
。

※
「
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
」

　
や
入
園
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は

　

幼
稚
園
の
入
園
募
集

　
幼
稚
園
は
、
幼
児
を
保
育
し
、

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
適
切
な

環
境
を
与
え
て
、
心
身
の
発
達
を

助
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
学

校
教
育
法
に
定
め
ら
れ
た
教
育
機

関
で
す
。

　
幼
稚
園
の
利
用
を
希
望
す
る
場

合
に
は
、
各
幼
稚
園
に
備
え
付
け

の
「
支
給
認
定
申
請
書
」
と
「
入

園
願
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

  

幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
を
利
用 

　
平
成
27
年
4
月
以
降
に
幼
稚
園

や
保
育
園
（
保
育
所
）
な
ど
を
利

用
す
る
た
め
に
は
、
市
か
ら
利
用

の
た
め
の
「
支
給
認
定
」
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
支
給
認
定
の
申
請
や
入
園
の
申

込
方
法
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
支
給
認
定
に
は
、
下
表
と
お
り

区
分
が
あ
り
、
市
が
認
定
す
る
１

～
３
号
の
区
分
に
応
じ
て
、
幼
稚

園
、
保
育
園
な
ど
の
利
用
先
が
決

ま
り
ま
す
。

　
ま
た
新
規
入
園
を
希
望
す
る
人

の
ほ
か
、
現
在
在
園
中
で
、
来
年

度
も
継
続
し
て
利
用
す
る
場
合
も

同
様
に
新
た
に
市
の
認
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対象 認定区分 利用施設

満３歳以上の幼児について、幼稚園
などでの教育を希望する場合 １号認定 幼稚園、認定

こども園

満３歳以上の幼児について、「保育
を必要とする事由」に該当し、保育
園などでの保育を希望する場合

２号認定 保育園、認定
こども園

満３歳未満の乳幼児について、「保
育を必要とする事由」に該当し、保
育園などでの保育を希望する場合

３号認定 保育園、認定
こども園など

支給認定の３つの区分

※現在は瀬戸内市内に認定こども園はありません。

  

す
る
際
の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

問

※受付期間は、12 月８日（月）～ 13 日（土）午前８時 30 分～午後６時 30 分（12 月 13 日の受付時
　間は、午前８時 30 分～正午）ですが、できるだけ上表の「主な受付日時」にお申し込みください。

区分 内容

保育標準時間 保育園開所時間の内、園の指定する 11 時間の枠
の中で、必要とする保育を利用できます。

保育短時間 保育園開所時間の内、園の指定する 8 時間の枠
の中で、必要とする保育を利用できます。

保育の必要量に応じた区分
２号、３号認定については、保育が必要な時間によって、「保育標準時間」
認定と「保育短時間」認定に区分されます。

問
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談
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お
知
ら
せ

  

軽
自
動
車
税
の
税
率
改
正
と

  

登
録
・
廃
車
手
続
き

【
軽
自
動
車
税
の
税
率
改
正
】

　
平
成
26
年
度
の
地
方
税
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
原
動
機
付
自
転

  

法
人
市
民
税
の
法
人
税
割

  

税
率
改
正

　
税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成
26
年

10
月
1
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業

年
度
分
か
ら
、
法
人
市
民
税
の
法

人
税
割
の
税
率
が
次
の
と
お
り
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

・
平
成
26
年
9
月
30
日
ま
で
に
開

　
始
し
た
事
業
年
度
の
法
人
税
割

　
14
・
7
％

　

・
平
成
26
年
10
月
１
日
以
後
に
開

　
始
す
る
事
業
年
度
の
法
人
税
割

　
12
・
１
％

※
税
制
改
正
に
伴
い
、
平
成
26
年

　
10
月
1
日
以
後
に
開
始
す
る
最

　
初
の
事
業
年
度
の
予
定
申
告
額

　
に
つ
い
て
、
法
人
税
割
は
前
年
度

　
の
法
人
税
割
額
の
12
分
の
４
・
7

　
（
通
常
は
12
分
の
6
）
と
な
り

　
ま
す
。

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

問

車
、小
型
特
殊
自
動
車
、軽
二
輪
、

二
輪
の
小
型
自
動
車
の
税
率
が
平

成
27
年
度
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
三
輪
以
上
の
軽
自

動
車
は
、
平
成
27
年
4
月
1
日
以

降
に
初
め
て
車
両
番
号
の
指
定
を

受
け
た
軽
自
動
車
か
ら
税
率
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る

（
環
境
負
荷
に
応
じ
て
税
率
を
調

整
す
る
）
観
点
か
ら
、
賦
課
期
日

に
、
初
め
て
車
両
番
号
の
指
定
を

受
け
て
か
ら
13
年
を
超
え
る
三
輪

以
上
の
軽
自
動
車
（
最
初
に
車
両

番
号
の
指
定
を
受
け
て
か
ら
14
年

を
経
過
し
た
月
の
属
す
る
年
度
以

降
の
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
）
の

税
率
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。（
左
下
表
参
照
）

【
軽
自
動
車
税
申
告
書
の
記
入
に

つ
い
て
の
お
願
い
】

　
軽
自
動
車
税
は
、
軽
自
動
車
税

申
告
書
に
基
づ
い
て
課
税
し
て
い

ま
す
。

　
適
正
な
課
税
を
行
う
た
め
、
軽

自
動
車
税
申
告
書
に
は
、
住
所
、

氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
、
生
年
月
日
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
氏
名
と
フ
リ
ガ
ナ

　

・
氏
と
名
の
間
は
1
字
空
け
て
記

　
年
末
年
始
に
あ
た
る
12
月
29
日

（
月
）
か
ら
平
成
27
年
１
月
３
日

（
土
）
ま
で
は
、
家
庭
ご
み
の
収

集
を
行
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
年
末
は
、
家
庭
か
ら

出
る
ご
み
の
量
が
増
え
る
時
期
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
燃
や
す
ご
み
に

つ
い
て
は
、
下
表
の
と
お
り
特
別

収
集
を
行
い
ま
す
。特
別
収
集
は
、

地
区
ご
と
に
収
集
日
が
異
な
る
た

め
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
12
月
29
日
（
月
）
か
ら

平
成
27
年
1
月
3
日
（
土
）
ま
で

は
、「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も

め
」
へ
直
接
持
ち
込
む
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め

　
（
牛
窓
町
牛
窓
２
２
８
）

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
４
７
５

　

　

生
活
環
境
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

５
１
５
１

　　　　　　　　日程
　
　　地区名

12 月 平成 27 年 1 月

29 30 31 1 2 3

月 火 水 木 金 土

牛
窓
地
域

燃やすごみを
月・木曜日に収集する地区

燃やすごみ
特別収集

燃やすごみを
火・金曜日に収集する地区

燃やすごみ
特別収集

邑
久
地
域

燃やすごみを
月・木曜日に収集する地区

燃やすごみ
特別収集

燃やすごみを
火・金曜日に収集する地区

燃やすごみ
特別収集

長
船
地
域

燃やすごみを
月・木曜日に収集する地区

燃やすごみ
特別収集

燃やすごみを
火・金曜日に収集する地区

燃やすごみ
特別収集

年末年始の地区別ごみ収集日程

※通常収集の日程は、各家庭に配布している「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。

特
別
収
集
を
除
き
、

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
は
、

収
集
を
行
い
ま
せ
ん
。

（
収
集
日
の
振
り
替
え
も
行
い
ま
せ
ん
。）

問問

日

曜日

　
冬
に
な
り
寒
さ
が
厳
し
く
な
る

と
、
水
道
管
が
凍
っ
た
り
、
破
裂

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
露
出
し

て
い
る
水
道
管
や
蛇
口
に
保
温
材

や
布
な
ど
を
巻
き
、
そ
の
上
か
ら

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
く
な

ど
し
て
防
寒
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
水
道
管
が
凍
っ
た
場
合

な
ど
に
は
、
次
の
方
法
で
対
処
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
日
頃
か
ら
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
や
バ
ル
ブ
の

位
置
な
ど
を
把
握
し
て
お
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

【
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い

場
合
】

　
自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、

凍
っ
た
部
分
に
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ

く
り
掛
け
て
溶
か
し
く
だ
さ
い
。

※
熱
湯
を
掛
け
る
と
管
が
破
裂
す

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合
】

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル

ブ
を
閉
め
て
、
市
が
指
定
す
る
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
同
事
業

者
の
連
絡
先
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

上
水
道
施
設
課　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
２
６

HPhttp://w
w

w
.city.setouchi.lg.jp

/w
ater/sv02.htm

l

タオルを巻いた上にナイロン袋をかぶせた例

問

  

年
末
年
始
の

  

ご
み
収
集
日
程

　
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
法
人
格
と
法
人
名
の
間
は
1
字

　
空
け
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
法
人
格
は
省
略
し
て
も
構
い
ま

　
せ
ん
。

▽
生
年
月
日

　

・
外
国
人
の
場
合
は
、
枠
外
に
西

　
暦
で
記
載
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
廃
車
手
続
き
】

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1

日
現
在
で
軽
自
動
車
等
を
所
有

（
登
録
）
し
て
い
る
場
合
に
、
年

税
額
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
毎
年
3
月
は
、
軽
自
動
車
検
査

問

区　　分
税率（年額）

平成 26
年度まで

平成 27
年度から

原動機付
自転車

50cc 以下 1,000 円 2,000 円

50cc 超 90cc 以下 1,200 円 2,000 円

90cc 超 125cc 以下 1,600 円 2,400 円

ミニカー 2,500 円 3,700 円

小型特殊
自動車

農耕作業用のもの 1,600 円 2,400 円

その他のもの 4,700 円 5,900 円

軽二輪 125cc 超 250cc 以下 2,400 円 3,600 円

二輪の小
型自動車 250cc 超 4,000 円 6,000 円

原動機付自転車と二輪車など

区　　分

税率（年額）

平成 27 年 3 月
31 日以前に初
期登録（※）を
受けた車両（現
行税率と同じ）

平成 27 年 4 月
1 日以後に初期
登 録（ ※ ） を
受けた車両（平
成 27 年度から）

初期登録（※）
から 13 年を超
える車両（平成
28 年度から）

　
　
　
　

軽
自
動
車

三輪のもの 3,100 円 3,900 円 4,600 円
　

四
輪
以
上
の
も
の

 　

乗
用

営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

   

貨
物
用

営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

軽自動車（三輪・四輪以上の車両）

※初期登録とは初めて道路運送車両法第 60 条第 1 項後段の規定による
　車両番号の指定を受けたものをいいます。

協
会
や
岡
山
運
輸
支
局
が
大
変
混

雑
し
ま
す
。
早
め
に
廃
車
な
ど
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を 

  

開
始
し
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
27
年
１
月
か

ら
、
市
税
な
ど
の
滞
納
に
よ
り
差

し
押
さ
え
た
財
産
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
を
開
始
し
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
は
、
差
し
押

さ
え
た
財
産
を
ヤ
フ
ー
株
式
会
社

の
運
営
す
る
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
官
公

庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
売

却
し
、
滞
納
税
な
ど
に
充
て
る
も

の
で
す
。
入
札
参
加
申
込
や
入
札

は
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
官
公
庁
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
内
で
行
い
ま
す
。 

　
公
売
物
件
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
今
後
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　

収
納
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
４
６
４

問

  

地
デ
ジ
難
視
対
策
の
各
種

  

支
援
は
終
了
し
ま
す

　
国
が
実
施
し
て
い
る
地
デ
ジ
難

視
対
策
の
た
め
の
各
種
支
援
制
度

は
、
平
成
27
年
３
月
末
を
も
っ
て

終
了
し
ま
す
。

　
期
限
ま
で
に
地
デ
ジ
対
策
工
事

を
完
了
す
る
た
め
に
は
、
遅
く
と

も
平
成
26
年
12
月
中
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

　

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０-

０
７-

０
１
０
１

問

  

水
道
管
の
凍
結
に
注
意
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　　知っ得！せとうち便　　

  

エ
イ
ズ
を
正
し
く
理
解

  

し
よ
う

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性

胃
腸
炎
や
食
中
毒
は
、
一
年
を
通

し
て
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
特
に

冬
季
に
流
行
し
ま
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
強

く
、
手
指
や
食
品
な
ど
を
介
し
て

経
口
で
感
染
し
、
ヒ
ト
の
腸
管
で

増
殖
し
ま
す
。
そ
し
て
、お
う
吐
、

下
痢
、腹
痛
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。

健
康
な
人
は
軽
症
で
回
復
し
ま
す

が
、
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
で
は

重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
予
防
の
要
点
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

【
清
潔（
ウ
イ
ル
ス
を
つ
け
な
い
）】

　

・
調
理
前
や
用
便
後
は
、
せ
っ
け

　
ん
を
用
い
て
十
分
な
流
水
で
手

　
を
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

・
下
痢
や
お
う
吐
な
ど
の
症
状
が

　
あ
る
場
合
は
、
食
品
を
直
接
取

　
り
扱
う
作
業
を
し
な
い
よ
う
に

　
し
ま
し
ょ
う
。

・
二
枚
貝
な
ど
を
取
り
扱
う
時

　
は
、
専
用
の
調
理
器
具
（
ま
な

　
板
、
包
丁
な
ど
）
を
使
用
す
る

　
か
、
取
り
扱
っ
た
後
は
、
調
理

　
器
具
を
十
分
に
洗
浄
消
毒
し
ま

  
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
気
を

  
つ
け
ま
し
ょ
う

　
し
ょ
う
。

※
手
指
は
、
石
け
ん
を
よ
く
泡
立

　
て
て
し
っ
か
り
も
み
洗
い
し
、

　
水
で
十
分
に
ウ
イ
ル
ス
を
洗
い

　
流
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
加
熱
（
ウ
イ
ル
ス
を
や
っ
つ
け

る
）】

　

・
加
熱
が
必
要
な
食
品
は
、
中
心

　
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し
て
食
べ

　
ま
し
ょ
う
（
子
ど
も
や
高
齢
者

　
な
ど
の
抵
抗
力
の
弱
い
人
は
特

　
に
留
意
す
る
）。

　

・
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
は
、
加
熱
（
中

　
心
部
85
℃
～
90
℃
で
90
秒
以
上
）、

　

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ

　
る
消
毒
方
法
が
有
効
で
す
。

※
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
は
逆
性
せ
っ

　
け
ん
や
ア
ル
コ
ー
ル
は
効
果
が

　
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
次
亜
塩
素

　
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
素
系
漂
白

　
剤
）
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

問
　
12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

で
す
。
エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い

う
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
起
こ
る

問

病
気
で
す
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
す
ぐ
に

エ
イ
ズ
を
発
症
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
数
年
程
度
自
覚
症
状

の
な
い
時
期
が
続
く
こ
と
が
特
徴

で
す
。

　
日
本
で
は
、
１
日
に
約
４
人
が

新
た
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
ま

す
。
平
成
25
年
の
国
内
で
の
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
者
と
エ
イ
ズ
患
者
の
報
告

数
は
、
合
計
１
、５
９
０
件
で
過

去
最
多
で
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
力
は
弱
い
た

め
、
性
的
接
触
以
外
で
は
、
日
常

生
活
の
中
で
う
つ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、

粘
膜
や
傷
口
か
ら
体
の
中
に
あ
る

　
12
月
４
日
か
ら
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
た
12
月
10
日
の
人
権

デ
ー
ま
で
の
１
週
間
は
「
人
権
週

間
」
で
す
。

　
「
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世

紀
～
考
え
よ
う　
相
手
の
気
持
ち

　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
法
務
省
と
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

左
記
の
17
項
目
の
強
調
事
項
を
定

め
て
、
全
国
的
に
啓
発
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

　
人
権
啓
発
室

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
２

〇女性の人権を守ろう

〇子どもの人権を守ろう

〇高齢者を大切にする心を育てよう

〇障害のある人の自立と社会参加を進めよう

〇同和問題に関する偏見や差別をなくそう

〇アイヌの人々に対する理解を深めよう

〇外国人の人権を尊重しよう

〇ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する

　偏見をなくそう

〇刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう

〇犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう

〇インターネットを悪用した人権侵害はやめよう

〇北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を

　深めよう

〇ホームレスに対する偏見をなくそう

〇性的指向を理由とする差別をなくそう

〇性同一性障害を理由とする差別をなくそう

〇人身取引をなくそう

〇東日本大震災に起因する人権問題に取り組もう

※ 12 月 10 日（水）から 16 日（火）は「北朝鮮人

　権侵害問題啓発週間」です。拉致問題をはじめ

　とする北朝鮮当局による人権侵害問題への対処

　が国際社会を挙げて取り組むべき課題とされる

　中、わたしたちも関心と認識を深めていくこと

　が大切です。

第 66 回人権週間強調事項

問

程
度
の
量
が
入
る
こ
と
に
よ
り
感

染
の
可
能
性
が
生
じ
ま
す
。

　
感
染
し
て
い
る
人
の
せ
き
や
く

し
ゃ
み
な
ど
で
は
感
染
し
ま
せ

ん
。
同
じ
洋
式
ト
イ
レ
を
使
用
し

て
も
う
つ
り
ま
せ
ん
。
エ
イ
ズ
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
・

差
別
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

　
市
で
は
、
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
伴
い
所
得
の
低
い
人
へ
の
臨

時
措
置
と
し
て
臨
時
福
祉
給
付
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
給
付
金
を
受
け
る
に
は
、

平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民

票
の
あ
る
市
区
町
村
へ
の
申
請
が

必
要
で
す
。
申
請
期
限
は
、
平
成

27
年
２
月
2
日
（
月
）
で
す
。
期

限
ま
で
に
申
請
し
な
い
場
合
は
、

給
付
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
対
象
と
な
る
人
に
は
、
７
月
末

に
市
か
ら
申
請
書
な
ど
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
支
給
対
象
者
で
申
請

を
済
ま
せ
て
い
な
い
人
は
、
期
限

ま
で
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
対
象
者

　
平
成
26
年
度
分
市
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人

※
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
被
扶
養

　
者
や
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護

　
者
は
、
対
象
外
で
す
。

▽
支
給
額

　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円
。

　
た
だ
し
、
支
給
対
象
者
で
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
に
は
、

５
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

・
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年

　
金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
者
な
ど

　

・
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者

　
手
当
の
受
給
者
な
ど

▽
受
付
期
間

　
平
成
27
年
2
月
2
日
（
月
）
ま

で
（
閉
庁
日
を
除
く
）
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　

福
祉
課（
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
内
）

☎
０
８
６
９-

２
６-

８
６
６
０

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
１

申
問

  

臨
時
福
祉
給
付
金
の

  

申
請
は
２
月
２
日
ま
で
に

　
次
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
人

で
、
平
成
26
年
度
の
申
請
を
し
て

い
な
い
人
は
、
平
成
27
年
１
月
30

日
（
金
）
ま
で
に
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
要
件　

平
成
26
年
４
月

　
１
日
ま
で
に
手
帳
を
取
得
し
た

　
20
歳
未
満
の
人
で
、
次
の
い
ず

　
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４
級
を

　
所
持
し
て
い
る
人

②
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　
・
２
級
を
所
持
し
て
い
る
人

※
平
成
26
年
４
月
１
日
以
前
に
１

　
年
以
上
市
内
に
居
住
し
て
い
な

　
い
人
や
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に

　
入
所
し
て
い
る
人
は
、
対
象
に

　
な
り
ま
せ
ん
。

▽
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
本

人
名
義
の
通
帳
、
印
鑑

　
福
祉
課
、
市
民
課
総
合
窓
口
、

牛
窓
支
所
、
裳
掛
出
張
所

　
福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

問 申
　
４
０
０
㍉
㍑
献
血
を
実
施
し
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所

　
12
月
24
日
（
水
）
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時　
瀬
戸
内
市
役
所

▽
対
象
者

　
男
性
17
～
69
歳
、
女
性
18
～
69
歳

※
体
重
が
50
㌔
以
上
の
人
の
み

※
65
歳
以
上
の
人
の
献
血
に
つ
い
て
は
、

　

60
～
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
の

　
あ
る
人
の
み
が
対
象
で
す
。

▽
持
参
す
る
も
の　
献
血
カ
ー
ド 

、

　
運
転
免
許
証
な
ど

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

  

献
血
に

  

ご
協
力
く
だ
さ
い

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

岡山県最低賃金が改定
　岡山県最低賃金が平成 26 年 10
月 5 日から時間額 719 円に改定さ
れました。使用者は最低賃金額以上
の賃金を労働者に支払わなければな
りません。
　岡山労働局賃金室
☎０８６ - ２２５ - ２０１４
問

  

申
請
は
お
済
み
で
す
か

  

障
害
児
福
祉
年
金

問

　
担
い
手
経
営
安
定
法
の
改
正
に

伴
い
、
平
成
27
年
産
か
ら
経
営
所

得
安
定
対
策
の
交
付
対
象
者
が
変

わ
り
ま
す
。

▽
対
象
者　
認
定
農
業
者
、
一
定

　
の
要
件
を
満
た
す
集
落
営
農
組

　
織
、
認
定
新
規
就
農
者

※
対
象
者
で
な
い
人
で
、
交
付
を

　
希
望
す
る
場
合
は
、
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
策
の
内
容　

①
畑
作
物
（
麦
、
大
豆
、
そ
ば
、

　
な
た
ね
）
の
直
接
支
払
交
付
金

　
（
ゲ
タ
対
策
）

②
米
・
畑
作
物
（
麦
、
大
豆
）
の

　
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策　
　

　
（
ナ
ラ
シ
対
策
）

・
ゲ
タ
・
ナ
ラ
シ
対
策
に
つ
い
て

　

中
国
四
国
農
政
局
経
営
所
得
安

定
対
策
担
当

☎
０
８
６-

２
３
０-

１
０
６
１

　

・
認
定
農
業
者
・
認
定
新
規
就
農

　

者
に
つ
い
て

　

産
業
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
３
４

  
入
っ
て
い
ま
す
か
、

  
労
働
保
険

問 問

　
従
業
員
を
一
人
で
も
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い

事
業
主
は
、
今
す
ぐ
加
入
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
労
働
保
険
の
事
務
処
理

を
代
行
し
て
行
う
労
働
保
険
事
務

組
合
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

西
大
寺
公
共
職
業
安
定
所

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
２
１
２

　

岡
山
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
８
６-

２
２
５-

０
５
９
１

問 問

  

経
営
所
得
安
定
対
策
の

  

交
付
対
象
者
が
変
わ
り
ま
す
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人
権
週
間
が
始
ま
り
ま
す



　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　
本
め
す
す
す今月のお

独
特
な
形
と
育
て
や
す
さ
か
ら
人
気
を

集
め
て
い
る
サ
ボ
テ
ン
な
ど
の
多
肉
植

物
。
飾
り
方
・
楽
し
み
方
は
自
分
の
ア

イ
デ
ア
次
第
。
形
や
色
別
で
の
紹
介
も

あ
り
ま
す
。
お
気
に
入
り
の
「
タ
ニ
ク
」

を
探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

誰
で
も
で
き
る
多
肉
植
物

ス
タ
イ
ル
ブ
ッ
ク

松
山
美
紗
…
著　

日
東
書
院
本
社

BooKs

催
し
物

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、
常

設
展
「
佐
竹
徳
展
～
画
家
が
見
つ

め
た
時
間
（
と
き
）
～
」
を
紹
介

し
ま
す
。

　
「
オ
リ
ー
ブ
の
画
家
」
と
し
て

名
を
馳
せ
た
佐
竹
徳
の
制
作
態

度
は
至
っ
て
実
直
。
絵
に
よ
っ
て

▽

佐竹徳「オリーブ園」１９８５～１９８６年頃

た
。
作
品
に
残
さ
れ
た
痕
跡
や
複

数
の
作
品
を
見
比
べ
る
こ
と
で
、

佐
竹
徳
が
ひ
た
む
き
に
絵
や
そ
の

題
材
と
向
き
合
っ
て
き
た「
時
間
」

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、
当
館
の
収
蔵
品
を
中

心
に
約
50
点
を
展
示
し
、「
時
間
」

を
テ
ー
マ
に
作
品
に
ま
つ
わ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
期
間　

12
月
６
日
（
土
）
～
平

　
成
27
年
１
月
18
日
（
日
）

※
休
館
日
は
12
月
８
日（
月
）、　

　
15
日（
月
）、
22
日（
月
）、
24
日

　
（
水
）
　
、
12
月
28
日
（
日
）
～

　
平
成
27
年
１
月
５
日（
月
）、
13

　
日（
火
）
で
す
。

▽
開
館
時
間

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
入
館
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

入
し
て
い
る
人
が
交
通
事
故
や
傷

害
事
件
な
ど
、
第
三
者
（
相
手
）

の
行
為
に
よ
り
け
が
を
し
た
場
合

で
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

を
使
用
し
て
治
療
を
受
け
よ
う
と

す
る
と
き
は
、「
第
三
者
行
為
に

よ
る
傷
病
届
」
に
よ
る
届
出
が
必

要
で
す
。

　

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
た
り

す
る
と
国
保
が
使
え
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

場
合
は
速
や
か
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
受
け

　
た
傷
病
の
医
療
費
は
、
原
則
と

問

  
交
通
事
故
な
ど
に

  
遭
っ
た
と
き

申
　
し
て
加
害
者
が
全
額
負
担
す
べ

　
き
も
の
で
す
。
従
っ
て
、
国
保

　
で
治
療
を
受
け
る
と
、
国
保
の

　
保
険
者
で
あ
る
市
は
、
加
入
者

　
の
医
療
費
を
一
時
的
に
立
て
替

　
え
、
後
か
ら
加
害
者
に
費
用
を

　
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
持
参
す
る
も
の　

国
民
健
康
保

　
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
事
故

　
証
明
書
（
交
通
事
故
の
場
合
）

　

市
民
課
、牛
窓
支
所
、長
船
支
所
、

裳
掛
出
張
所

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　

年
金
事
務
所
な
ど
の
職
員
と
称

し
て
、
現
金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た

場
合
は
、
で
き
る
だ
け
１
人
で
対

応
せ
ず
、
相
手
の
名
前
や
所
属
、

用
件
を
聞
い
て
書
き
と
め
た
上
で
、

家
族
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
口
座
番
号
な
ど
の
個
人
情

報
を
話
し
た
り
、
現
金
を
支
払
っ

た
り
、
振
り
込
み
を
せ
ず
に
、
岡

山
東
年
金
事
務
所
、
ま
た
は
警
察

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
お
よ
び
日
本
年

金
機
構
が
業
務
委
託
を
行
う
事
業

者
は
、
次
の
こ
と
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

・
銀
行
口
座
番
号
や
振
込
先
な
ど

　

を
電
話
で
聞
く
こ
と

　

・
銀
行
振
込
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を

　

指
示
す
る
こ
と

　

・
届
出
や
申
請
書
の
手
数
料
と
称

　

し
て
現
金
を
預
か
る
こ
と

※
手
続
き
に
手
数
料
は
不
要
で
す
。

　

・
各
種
手
続
き
を
代
行
す
る
こ
と

　

瀬
戸
内
市
に
お
け
る
事
業
者
は
、

下
の
と
お
り
で
す
。

　

事
業
者
が
、
電
話
や
訪
問
を
す

る
場
合
は
、
会
社
名
と
氏
名
を
名

乗
り
ま
す
。

　

ま
た
訪
問
す
る
場
合
は
、
日
本

年
金
機
構
が
発
行
し
た
身
分
証
（
納

付
督
励
員
証
明
書
）
を
提
示
し

ま
す
。

　

ま
た
納
付
書
を
持
っ
て
い
る
人

に
限
り
、
保
険
料
を
預
か
り
、
必

ず
領
収
証
書
を
発
行
し
ま
す
。

　

納
付
書
を
持
っ
て
い
な
い
人
か

ら
、
保
険
料
を
預
か
る
こ
と
は
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
年
金
機
構

HPhttp://w
w

w
.nenkin.go.jp/

　

岡
山
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
８

ね
ん
き
ん
の
お
は
な
し
♪

不
審
な
電
話
や
訪
問
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

◎
事
業
者
名

　

東
京
ソ
フ
ト
（
株
）

　

☎
０
５
７
０-

０
０
０-

３
２
８

　
【
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
お
よ
び
Ｐ

　

Ｈ
Ｓ
の
場
合
】

　

☎
０
３-

４
３
３
０-

０
２
３
６

問

募　
　

集

  

農
地
を
貸
し
た
い
人
・

  

借
り
た
い
人
を
募
集

　

岡
山
県
農
地
中
間
管
理
機
構

（
岡
山
県
農
林
漁
業
担
い
手
育
成

財
団
）
で
は
、
経
営
規
模
を
縮
小

し
た
り
経
営
を
や
め
た
り
す
る

な
ど
し
た
農
地
を
貸
し
た
い
人
か

ら
、
農
地
を
借
り
入
れ
、
地
域
の

担
い
手
農
家
の
人
な
ど
に
貸
し
付

け
を
行
っ
て
ま
す
。

【
農
地
を
貸
し
た
い
人
】

　

機
構
に
農
地
を
貸
し
た
い
人

は
、
市
の
産
業
振
興
課
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
機
構
を
通
じ
て
担
い
手
農
家
に

　
農
地
を
貸
し
付
け
た
人
に
は
、

　
機
構
集
積
協
力
金
の
交
付
が
受

　
け
ら
れ
る
利
点
も
あ
り
ま
す
。

　
（
交
付
を
受
け
る
に
は
一
定
の

　
要
件
が
あ
り
ま
す
。）

【
農
地
を
借
り
た
い
人
】

　
農
地
を
借
り
た
い
人
は
、
機
構

が
行
う
農
地
借
受
希
望
者
の
募
集

に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
時
期
な
ど
詳
細
は
、
財
団

　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

　
　
公
益
財
団
法
人　

岡
山
県
農

林
漁
業
担
い
手
育
成
財
団
（
岡
山

県
農
地
中
間
管
理
機
構
）

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
４
２
３

HPhttp://ninaiteokayam
a.or.jp/

　
　

産
業
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
３
４

申
問

応
問

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
毎
月

１
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
健
康

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
12
月
10
日
（
水
）
午
後

　
２
～
３
時

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ

　
緩
和
ケ
ア
に
お
け
る
症
状
コ
ン

ト
ロ
ー
ル

▽
講
師　

竹
内
龍
三
氏
（
瀬
戸
内

　
市
民
病
院
院
長
、
外
科
医
）

▽
定
員　
30
人

▽
参
加
費　
１
０
０
円

▽
申
込
期
間　
12
月
１
日
（
月
）

　
～
９
日
（
火
）

　
　

瀬
戸
内
市
民
病
院

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

申
問

  

な
る
ほ
ど
!!
健
康
教
室

  

楽
し
い
お
や
つ
教
室

　
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
る
催

し
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
事
前
に
、
電
話
で
申
し
込
み
の

上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
12
月
７
日
（
日
）
午
後

　
１
時
30
分
～
午
後
３
時

▽
場
所　
介
護
事
業
所
ま
ご
の
て
村

　
（
邑
久
町
箕
輪
６
５
６-

１
）

▽
定
員　
10
人

　
（
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▽
参
加
費　
無
料

　
　

ま
ご
の
て
村　

吉
信
さ
ん

☎
０
８
６
９-

２
２-

５
３
２
１

申
問

  

佐
竹
徳
展
～
画
家
が
見 

  

つ
め
た
時
間
（
と
き
）
～

は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

▽
観
覧
料　

大
人
４
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

　
以
上
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

問
　
岡
山
県
で
は
、「
女
性
の
た
め

の
合
同
就
職
面
接
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
正
社
員
か
ら
パ
ー
ト
求
人

ま
で
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支

援
す
る
企
業
が
参
加
し
ま
す
。

　
参
加
費
無
料
、
事
前
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

▽
日
時　
12
月
11
日
（
木
）

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

  

女
性
の
た
め
の

  

合
同
就
職
面
接
会

▽
場
所　
第
一
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル

　
９
階
大
ホ
ー
ル

　
（
岡
山
市
北
区
本
町
６-

36
）

▽
対
象　

求
職
中
の
40
歳
未
満
の

　
人
、
来
年
３
月
大
学
等
卒
業
予

　
定
者（
男
性
も
参
加
で
き
ま
す
）

▽
持
参
す
る
も
の　
履
歴
書

※
会
場
で
、コ
ピ
ー
も
で
き
ま
す
。

　

若
者
・
企
業
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
ン

グ
！
推
進
事
業
事
務
局

月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
６
時

☎
０
８
６-

２
３
５-

９
８
２
８

  

親
子
で
楽
し
む
映
画
会

  

を
開
催
し
ま
す

　

瀬
戸
内
市
共
同
募
金
委
員
会

で
は
、「
親
子
で
楽
し
む
映
画
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
12
月
７
日
（
日
）
午
前 

　
10
時
～（
午
前
９
時
30
分
開
場
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
上
映
作
品　
ロ
ラ
ッ
ク
ス
お
じ

　
さ
ん
の
秘
密
の
種

▽
定
員　
３
５
０
人
（
先
着
順
）

▽
入
場
料　
無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会

長
船
支
所

☎
０
８
６
９-

２
６-

３
１
０
０

問 問

一
枚
一
枚

キ
ャ
ン
バ
ス

に
向
か
う
季

節
や
時
間
帯

を
決
め
て
い

た
り
、
制
作

の
途
中
で
枯

れ
て
し
ま
っ

た
樹
を
絵
か

ら
消
し
た
り

し
て
い
ま
し



催
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人の動き《平成 26 年 11 月 1 日現在、かっこ内は前月比》

人口 ３８，５０５人 （＋５９） 男 １８，３７６人  （＋２４）

世帯 １５，１３７世帯 （＋７７） 女 ２０，１２９人  （＋３５）

122014 年 　　 月の予定

　

キャベツのかき揚げ

山本敬子さん（瀬戸内市栄養委員会長船支部）です

◆材料（4 人分）
●キャベツ（200g）
●サクラエビ（25g）
●塩（少々）

●アオノリ粉（少々）
●揚げ油（適宜）

◆作り方
①キャベツは芯の堅い部分を包丁で削り取り、太め
　の千切りにする。
②ボールによく水気を切ったキャベツ、サクラエビ
　を入れ、小麦粉とかたくり粉を振り入れて満遍な
　く混ぜる。冷水を少しずつ注ぎ、混ぜながら衣を
　全体にからめる。
③揚げ油を中温（箸の先を油に入れるとジュッと泡
　立つ程度）に熱し、箸で適量の②をつまんで落と
　して揚げ、色づいたら裏返して揚げる。
④熱いうちに塩をふり、アオノリ粉を散らす。

　健康づくり推進課
　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
問

衣
●小麦粉（大さじ 7）
●かたくり粉（大さじ 1）

●冷水（適宜）

①行政相談（主に行政全般に関する相談）　　　　　　  
　【相談員：行政相談委員（予約不要・無料）】
　問総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
②心配ごと相談 　
　※前日までに予約をしてください。
　問予瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９ - ２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９ - ２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９ - ３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員（予約不要・無料）】
　問人権啓発室　☎０８６９ - ２２ - ３９２２
④住宅増改築相談 
　問建設課　☎０８６９ - ２２ - ２６４９
⑤育児相談（乳幼児に関する相談） 
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会 
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談） 
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６ - ２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談） 
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
⑪子どもの健診 
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑫窓口業務の時間延長（市民課、税務課、収納推進課の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い合
　　わせください。
　問　・市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５
　　・税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４
　　・収納推進課　☎０８６９ - ２２ - ２４６４
※①～⑫の日時は、左のカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問生活環境課　☎０８６９ - ２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもりを
　含む）・発達障害などに関する相談）
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
○発達障害専門相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予福祉課
　　☎０８６９ - ２６ - ５９４３
刀 備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９ - ６６ - ７７６７
美 瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９ - ３４ - ３１３０
体 体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９ - ２２ - ２２１１
　　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

1 月
2 火

3 水 ②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
⑪３歳児健診【対象：平成 23 年 6 月生】13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

4 木 ⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　地域生活支援センタースマイル
⑫窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

5 金 ⑥離乳食講習会【対象：4 ～ 6 カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船

6 土
7 日
8 月
9 火 ⑦こころの健康相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船

10 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑪ 1 歳 6 か月児健診【対象：平成 25 年 5 月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

11 木 ⑪ 2 歳児健診【対象：平成 24 年 8 月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

12 金 ⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

13 土
14 日 体 歩こう会　長船美しい森コース　9：00 ゆめトピア長船

15 月
16 火 ⑤育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船

17 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
④住宅増改築相談　9：00 ～ 15：00　瀬戸内市役所
⑪乳児健診（9か月児）【対象：平成 26年 3月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

18 木 ⑨乳幼児こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

19 金 ⑥離乳食講習会【対象：7 ～ 12 カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

20 土
21 日
22 月
23 火 天皇誕生日

24 水
①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
※子どもの人権相談も実施
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　牛窓町公民館

25 木
①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所
※子どもの人権相談も実施
⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　地域生活支援センタースマイル

26 金
官公庁仕事納め
①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
※子どもの人権相談も実施

27 土
28 日
29 月
30 火
31 水

刀 美

佐
竹
徳
展 （
～
平
成
27
年
１
月
18
日
）

「
古
刀
・
新
刀
・
新
々
刀
か
ら
現
代
刀
ま
で
」（
～
平
成
27
年
１
月
18
日
）

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日
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人
権
啓
発
展
示
会

相　
　

談

　
邑
久
光
明
園
友
愛
会
で
は
、
人

権
啓
発
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

邑
久
光
明
園
内
外
の
歴
史
か
ら
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
に
触
れ
、人
権
に
つ
い

て
よ
り
深
く
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

　
12
月
３
日
（
水
）
～
８
日
（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
７
時

▽
場
所　
天
満
屋
地
下
タ
ウ
ン　

　
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

　
（
岡
山
市
北
区
表
町
２-

１-

１
）

▽
観
覧
料　
無
料

　

公
益
財
団
法
人　

邑
久
光
明
園

友
愛
会
（
邑
久
光
明
園
福
祉
課
）

☎
０
８
６
９-

２
５-

１
５
７
４

問
　
ポ
ッ
プ
ス
バ
ン
ド
「
テ
イ
ク
ワ

ン
」
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
懐
か
し
い
曲
で
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
入
場
料
は

無
料
で
す
。

▽
日
時　

12
月
６
日
（
土
）

　
午
後
２
時
～
（
約
２
時
間
）

  

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

▽
場
所　
旧
鯉
の
ぼ
り
図
書
館

　
（
牛
窓
町
鹿
忍
７
８
３-

１
５
４
）

　

テ
イ
ク
ワ
ン　

岩
崎
さ
ん

☎
０
９
０-

１
１
８
８-

２
３
２
５

　
家
庭
の
こ
と
（
相
続
、
遺
言
、

離
婚
な
ど
）、
借
金
に
関
す
る
こ

と
（
過
払
金
請
求
、
破
産
、
債
務

  

弁
護
士
・
司
法
書
士
・
税
理
士  

  

に
よ
る
合
同
無
料
相
談
会

整
理
な
ど
）、
登
記
や
農
地
に
関

す
る
こ
と
、税
金
に
関
す
る
こ
と
、

墓
地
や
墓
石
に
関
す
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
、
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　

相
談
時
間
は
１
人
30
分
以
内

で
、
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

お
待
た
せ
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

▽
日
時　
12
月
６
日
（
土
）
午
前

　
10
時
～
午
後
２
時

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

　

畑
さ
ん

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
９
７
０

問  

相
続
遺
言
・
登
記
・

  

成
年
後
見
等
相
談

　
岡
山
県
司
法
書
士
会
で
は
、
司

法
書
士
に
よ
る
「
相
続
・
登
記
・

成
年
後
見
等
相
談
会
」
を
行
い

ま
す
。

▽
日
時　
12
月
13
日
（
土
）
午
前 

　
９
時
30
分
～
正
午（
予
約
不
要
）

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
相
談
料　
無
料

　

岡
山
県
司
法
書
士
会

お
か
や
ま
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６-

２
２
６-

０
４
７
０

問

　
個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関
か

ら
融
資
を
受
け
た
り
、
事
業
が
破

綻
し
て
も
一
定
の
生
活
費
な
ど
を

残
す
こ
と
が
で
き
る
ル
ー
ル
が
で

相
問 き

ま
し
た
。

　
①
法
人
と
個
人
の
資
産
・
経
理

が
明
確
に
分
離
さ
れ
て
い
る
場
合

な
ど
に
お
い
て
個
人
保
証
が
不
要

と
な
る
こ
と
、
②
多
額
の
個
人
保

証
を
行
っ
て
い
て
も
、
経
営
が
行

き
詰
ま
る
前
に
、
早
め
に
事
業
再

生
や
廃
業
を
決
断
し
た
際
に
一
定

の
生
活
費
な
ど
が
残
る
こ
と
を
定

め
る
「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
、中
小
企
業
庁・

金
融
庁
主
導
の
下
、
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
金
融

機
関
と
相
談
し
た
い
人
は
、
ま
ず

は
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
中
国

本
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
無
料
で
専
門
家
を

派
遣
し
ま
す
。

　
　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
中

国
本
部

☎
０
８
２-

５
０
２-

６
５
５
５

問

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

４
階
休
館

４
階
休
館

12 月 25 日（木）が納期の市税・保険料
固定資産税【３期】国民健康保険税【６期】
介護保険料【６期】後期高齢者医療保険料【３期】
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

  

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
の

  

経
営
者
の
皆
さ
ん
へ



　11 月 1日、ゆめトピア長船で、瀬戸

内市誕生 10 周年記念事業を行いまし

た。（本紙表紙と本紙折り込みの記念誌

を参照）午後の記念行事では、市内３

中学校吹奏楽部による演奏や市内の各

小学校４年生児童が「僕たち私たちの

瀬戸内市未来予想図」と題して 10 年

後の市の姿を描いた絵画の入賞作品の

表彰、岡山県警察音楽隊と市内各幼稚

園児との共演を行いました。館内では

絵画の展示も行われ、来場者は夢と希

望にあふれた作品に見入っていました。

　10 歳おめでとう「瀬戸内市」 瀬戸内市誕生 10周年記念事業　

投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、続柄：２
人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③催し物の告知や募集
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日時、コメ
ントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
ＦＡＸ・電子メールなどで秘書広報課へ送
付してください。匿名・ペンネームを希
望する場合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただいた原稿や
作品は返却していません。掲載の都合上、
全ての原稿や作品を掲載できない場合もあ
りますので、あらかじめご了承ください。
問応瀬戸内市役所秘書広報課
〒７０１-４２９２
瀬戸内市邑久町尾張３００-１
☎０８６９-２４ - ７０９５
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

みんな
の
広場
秘書広報課
☎0869-24

-7095問

まちの話題 秘書広報課：☎0869-24-7095問

My Town Topics

復
円
の
月
の
光
と
な
り
に
け
り

 
的
場　
松
葉
（
牛
窓
町
長
浜
）

人
は
み
な
恐
れ
戦お

の
の

く
野
分
か
な

 

原
野
信
一
郎
（
牛
窓
町
牛
窓
）

岸
一
面
墓
地
ま
で
つ
づ
く
彼
岸
花

 

野
口　
慶
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

道
の
端は

た

朝
採
り
茸き

の
こ

売
る
媼

 

後
藤　
靖
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

札
所
寺
残
暑
の
中
の
道
し
る
べ

 

原
野　
孝
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

鉄
棒
に
雨
の
雫
の
夏
休
み

　
　
　
　

 

平
野　
五
香
（
牛
窓
町
牛
窓
）

路
地
更
け
て
祭
り
稽
古
の
笛
太
鼓

 

福
本　
曙
生
（
牛
窓
町
牛
窓
）

歩
け
る
と
い
ふ
幸
せ
や
秋
の
草

 

藤
井　
留
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

落
ち
て
ゆ
く
夕
日
に
映
ゆ
る
秋
桜

 

谷
口　
正
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

大
輪
の
菊
で
迎
え
る
お
も
て
な
し

 

片
島　
秀
月
（
長
船
町
福
岡
）

あ
の
友
の
声
聞
く
日
は
も
う
来
な
い

一
人
又
も
一
人
と
送
る
淋
し
さ

 

竹
内　
和
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

幼
な
日
の
甥
に
買
ひ
た
き
靴
並
み
ゐ

カ
ー
キ
色
な
る
編
み
上
げ
手
に
す

 

上
山　
幸
子
（
邑
久
町
豊
安
）

百さ
る
す
べ
り

日
紅
髙
く
育
ち
て
枝
拡
げ

黄
色
葉
映
ゆ
る
澄
み
し
秋
空

 
 

朝
霧　
好
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

死
ぬ
る
刑
無
か
れ
と
唱と

な

う
人
莫な

か
れ

鬼
も
哭な

く
罪
果
て
し
な
け
れ
ば

 

桂
舟　
道
人
（
邑
久
町
山
田
庄
）

竹
田
城
登
れ
ば
靡な

び

く
穂
薄
に
兵

つ
わ
も
の

共
の

呟つ
ぶ
や

き
を
み
む

 

舟
積
由
紀
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

 

（
敬
称
略
）

わが家の宝１歳です！

 Sora
 平成 25年 7月 17日生まれ

藤田湊
そ ら

翔ちゃん
お住まい　長船町福岡
ひとこと　
とってもよく笑うそら君。
お兄ちゃん達といつまでも仲良く
してね！
（父 剛啓さん　母 理加さん）

市民ギャラリー

▼

山
本
敏
子
さ
ん

　自  分たちの地域は自分たちで守る 宝くじ助成金で活動備品を整備　
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　市では、宝くじの社会貢献広報事業として（財）

自治総合センターが行う「コミュニティ助成事業」

を活用し、軽可搬消防ポンプ一式と応急手当セッ

ト、鼓笛隊セットを整備しました。

　軽可搬消防ポンプ一式と応急手当セットは、地

域住民の防火防災意識の高揚や火災発生時の初期

消火活動などに役立ててもらうため、10 月 14 日

に前島婦人防火クラブに寄贈しました。鼓笛隊セ

ットは、クラブの育成強化や防火思想の普及啓発

を図るとともに、鼓笛演奏を通じて市民に火災予

防を呼びかけてもらうため、10 月 15 日に長船ち

とせ保育園幼年消防クラブに寄贈しました。
消防ポンプを使用して放水訓練（左上）／鼓笛隊セットで演奏する園児たち（左下）／応
急手当セットの取扱訓練（右）

中学校合同演奏（左上）／瀬戸内市長賞を受賞した行幸小学校４年生
安原千翔さん（写真左）（左下）／県警察音楽隊と幼稚園児との共演（右）

　10 月 20 日、福田保育園（邑久町福元）で、

約 100 人の園児らを対象に、交通安全について

理解を深める交通安全教室が行われました。

　小雨がぱらつく中、瀬戸内警察署から出動し

たパトカーと白バイが保育園の園庭に到着。園

児らは興味津々の様子で、試乗したり、赤色灯

やサイレンなどの操作を間近で見学したりしま

した。また、太田和子さんによる腹話術もあり、

人形の「しょうちゃん」と一緒に「横断歩道を

渡る前には左右の安全確認をしましょう」「車

道には飛び出さないように」などと園児らに呼

び掛けました。
白バイやパトカーを見学（左上）／全日本交通安全協会会長から交通安全功労者として
表彰された太田和子さんによる腹話術（右下）

　交  通安全について学びました 福田保育園交通安全教室

　せとうち村塾の市民大学講座を
次のとおり開催します。
　今回は、２部構成で実施します。
　第１部では、「世界チャンピオ
ン　池山直の世界」と題して、現
役公務員でありながら、世界ボク
シング機構（ＷＢＯ）女子アトム
級世界チャンピオンとなった池山
直氏を講師に招き、インタビュー
を交えながら、話を聞きます。
　第２部では、「発達障害のある
子どもへの正しい理解と適切な支
援」と題して、中国短期大学教授
でＮＨＫ「岡山ニュースもぎた
て！」などテレビにも多数出演し
ている角田みどり氏を講師に招
き、近年、学校・園で激増してい
る発達障害のある子どもたちに対
する正しい理解と適切な支援の在

皆さんも一緒に学びませんか
せとうち村塾の市民大学講座

り方について、教育現場の経験を踏まえた話を聞きます。事
前に申し込みの上、参加してください。

▽日時　12 月 14 日（日）午後１時 30 分～午後４時

▽場所　ゆめトピア長船

▽参加費　500 円

▽定員　100 人（先着順、定員になり次第締切）
※小学生以下は、ご遠慮願います。
　　せとうち村塾　今吉さん
☎０８６９-２２ - ２９０１、０８０-３８８８ - ８５０２
問申

池
山
直
氏
（
上
）
／

角
田
み
ど
り
氏
（
下
）


